
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

長野県伊那家畜保健衛生所 
TEL：0265-72-2782, 090-5444-0970 
Fax：0265-72-2765 
E-mail：inakachiku@pref.nagano.lg.jp 
所在地：伊那市西町 5764 
伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会 
TEL&FAX: 0265-76-8086 

R３－10号 
R３．11．12 

昨年度の鳥インフルエンザに係る調査結果が報告されました 

昨年度の 18県 52例（採卵鶏:32 例、肉用鶏:14 例、種鶏場:４例、あひる農

場:２例）の発生に関する国の疫学調査チームの報告についてお知らせします。 
 

◇開放鶏舎：48％ ◇ウインドレス鶏舎：52％ 

 

 開放鶏舎 ウインドレス鶏舎 

野生動物が侵入可能なすき間あり 88％ 68％ 

鶏 舎 内 に ネ ズ ミ が 侵 入 73％ 96％ 

ほとんどの場合、ネズミ等の小型野生動物が侵入した可能性がありました。 

 

 採卵鶏 肉用鶏 

付近※にため池、河川がある 63％ 93％ 

※採卵鶏農場においては 300m 以内、肉用鶏農場においては 800m 以内 

付近にため池、河川などの水域があることで、鳥インフルエンザの発生リスク

が高まったことがわかりました。 

 

 

千葉県や香川県の続発地域では水鳥（カモ類）の密度が、平均の約 6 倍高 

く、野外でウイルスが維持されていた可能性が考えられました。 

 

 
 

人や車がウイルスを持ち込まないために 

・飼養衛生管理基準の遵守 

・各鶏舎ごとに専用の手袋・長靴の使用、鶏舎ごとに手指消毒 

野生動物が侵入しないために 

・鶏舎周辺の整理・整頓・草刈り（野生動物の隠れ場所を作らない） 

・防鳥ネットの破れや鶏舎のすき間の速やかな補修 
 

＜鶏舎周辺への消石灰の散布、異常家きんの早期発見・通報をお願いします＞ 
 

 伊那家畜保健衛生所   ☎ 0265-72-2782  

 

 カモ類の密度 

 
今シーズンの鳥インフルエンザ対策への提言がありました 

付近に水域がなくても発生 

鶏舎の構造 

野生動物の侵入 

ため池、河川 


